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Identification manual of the lycid-beetles in Japan, VII
Kiyoshi Matsuda

前回，ベニボタル亜科のスミアカベニボタル族
の解説を行ったので，今回はカクムネベニボタル
族と本族に所属する 2属 6種の解説を行いたい．

カクムネベニボタル族
Lyponiini Bocák & Bocáková, 1990

頭部は短く，口吻を欠く．複眼は小さい．触角
は長く，雄では鋸歯状から扇状，雌では鋸歯状．
前胸背板はほぼ四角形か台形で，前縁中央の真下
に 1本の縦隆条をそなえ，側縁部に 1対の横隆起
をもつ．上翅はほぼ平行状で，4本の第１次縦隆
線をそなえ，隆線間は 2点刻列からなるか，同程
度に隆起する 9本の縦隆線をそなえ，隆線間は 1
点刻列からなる．雄交尾器は円筒状で，ペニスは
しばしば先端部で横に広がり，1対の突起をもつ．
側片を欠く．基片は半円形で，非対称．旧北区東
部と東洋区に分布する．
本族は Bocák & Bocáková (1990)により，ハナボ
タル族Platerodiniの新亜族として創設された．近年，
雄交尾器の形態から，この亜族はツヤバネベニボ
タル亜科に移されたが（Kazantsev, 2003–2004），現
在は，ベニボタル亜科に所属する一族として分類
されている（Bocák & Bocáková, 2008）．

日本産カクムネベニボタル族 Lyponiini
の属の検索表

1(2)	体は小型から中型．上翅は4本の第1次縦隆

線をそなえ，隆線間は2点刻列からなる．上翅
の第2・第4隆線はやや強く隆起する．雄交尾
器のペニスは先端部に突起をもたないか，も
つとしても先端部よりやや下の位置にもつ．
……........……ヒメベニボタル属（新称）Lyponia

2(1)	 体は大型．上翅は9本の縦隆線をそなえ，隆線
間は1点刻列からなる．上翅の縦隆線はほぼ同
程度に隆起する．雄交尾器のペニスは先端部に
１対の明瞭な突起をもつ．…..............................

	 ...............................カクムネベニボタル属Ponyalis

ヒメベニボタル属（新称）Lyponia C. O. Waterhouse, 
1878
タイプ種： Lyponia debilis C. O. Waterhouse, 1878  (中国)．

[成虫 ]　 体は小型から中型，側方がほぼ平行状
で上下に平圧される．頭部は短く，口吻を欠く．複
眼は小さい．小あごひげと下唇ひげの末端節は斧形．
触角は長く，雄では鋸歯状から扇状，雌では鋸歯状．
前胸背板は四角形か台形で，前縁中央の直下に 1本
の縦隆条をそなえ，側縁部に 1対の横隆起をもつ（図
1）．小楯板は台形，先端部で多少とも内側に湾入す
る．上翅は 4本の第１次縦隆線をそなえ，隆線間に
は 2点刻列が認められる．上翅の第 2・第 4隆線は
やや強く隆起する．雄の第 8腹板は先端部で V字形
に湾入し，末端腹板は紡錘状で，先端に向けて強く
狭まる．雌の第 8腹板は基部中央に短い突起をもち，
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両端にも 1対の細く，短い突起をそなえる．脚は
中程度の長さで，転節は，名義タイプ亜属 Lyponia
では長く，コガタカクムネベニボタル亜属 Poniella
では短い．腿節は紡錘状．後脛節は細長く，先端
に向けて少し広がり，後腿節とほぼ同長．爪は単純．
雄交尾器は円筒形で，側片を欠き，ペニスはしば
しば先端部で拡張される．基片は半円形で，非対称．

[幼虫 ]　未見．
旧北区東部と東洋区に分布し，これまでに 18種
が記録され，日本からは次の 3種が知られている．

日本産ヒメベニボタル属 Lyponiaの
亜属と種の検索表

1(4)	触角は雄で鋸歯状か弱い扇状，雌で鋸歯状．
雄の触角第3節は密に短毛で被われる平らな
部分をもつ（コガタカクムネベニボタル亜属
Poniella）．

2(3)	触角は雄雌ともに鋸歯状．5.0–8.0 mm．本
州．………コガタカクムネベニボタル名義
タイプ亜種Lyponia (Poniella) nigroscutellaris 
nigroscutellaris (K. Ohbayashi)

3(2)	触角は雄で弱い扇状，雌で鋸歯状．7.0–8.0 
m m．四国・九州．……コガタカクムネベ
ニボタル四国・九州亜種Lyponia  (Poniella) 
nigroscutellaris subpectinata Nakane

4(1)	触角は雄で扇状か櫛歯状，雌で鋸歯状．雄の
触角第3節は短毛で被われる平らな部分をもた
ない（名義タイプ亜属Lyponia）．

5(6)	雄の触角第3節から10節の各分枝は，その節の
長さとほぼ等長．5.4–7.5 mm．本州・四国・
九州・対馬．…………………ヒメベニボタル 
Lyponia (Lyponia) delicatula (Kiesenwetter)

6(5)	雄の触角第3節から10節の各分枝は，その節の
長さよりも明らかに長い．7.0–9.9 mm．本州・
国後島．……………ヒメカクムネベニボタル 
Lyponia (Lyponia) osawai Nakane

1. ヒメベニボタル Lyponia (Lyponia) delicatula 
(Kiesenwetter, 1874)（図1–3, 6, 9, 10, 29, 30）

5.4–7.5 mm． 体は暗赤褐色．頭部・触角・小楯
板・脚は暗赤褐色．淡黄色の微毛で密に被われる．
前胸背板は中央で暗赤褐色，周縁部で淡黄色，黄
色の微毛でやや密に被われる．上翅は赤色，会合
縁・隆線・側縁は赤色の微毛で密に被われるが，
点刻内は無毛か同色の微毛を疎にもつ．前頭は短
い．複眼は比較的小さく，雄の複眼間の距離は複
眼長径の約 1.8倍，雌では約 2.4倍．触角は雄で扇

状，雌で鋸歯状．雄の触角第 6節と第 7節の分枝は，
各節の長さの約 2.0倍．小あごひげ末端節は斧形で，
長さは幅の約 1.4倍，前縁は幅広く丸められる．前
胸背板は横長で，前縁が前方に幅広く，丸く張出し，
側縁は基部に向けて弱く広がる．背面は前縁中央
の直下に短い 1本の縦隆条をもち，側縁中央に 1
対の弱い横隆起をもち，中央部で細かくやや密に
点刻され，前縁部と側縁部で幅広く，粗く点刻さ
れる．小楯板は台形，先端部で弱く湾入する．上
翅は 4本の第 1次縦隆線をそなえ，隆線間は 2点
刻列からなる．第 2・第 4縦隆線はやや強く隆起す
る．第 3・第 4隆線間は端部 1/2で 1点刻列になる．
雄の腹部第 8腹板は先端で V字形に幅広く湾入す
る．脚の転節は長く，雄の前脚と中脚の転節下面
は平たくなり，短毛で密に被われる．腿節・脛節
ともに細長く，跗節の爪は単純．雄交尾器のペニ
スは細長く，円筒形で，先端に向けて次第に狭ま
り，突起をもたない．側片を欠く．基片は半円形で，
非対称．4～ 7月に出現する．分布：本州・四国・
九州・対馬．

2. ヒメカクムネベニボタル Lyponia (Lyponia) osawai 
Nakane, 1969（図4, 7, 11, 12, 31, 32）

7.0–9.9 mm．体は黒色または黒褐色．頭部・触角・
小楯板・脚は黒褐色から暗赤褐色，黄色の微毛で
密に被われる．前胸背板は中央で暗赤褐色，周縁
部で淡黄色，黄色の微毛でやや密に被われる．上
翅は赤色，会合縁・隆線・側縁は赤色の微毛で密
に被われるが，点刻内は無毛か同色の微毛を疎に
もつ．前頭は短い．複眼は小さく，雄の複眼間の
距離は複眼長径の約 2.1倍，雌では約 2.5倍．触角
は雄で扇状，雌で鋸歯状．雄の触角第 6節と第 7
節の分枝は，各節の長さの約 2.2倍．小あごひげ末
端節は斧形で，長さは幅の約 2.0倍，前縁は幅広く，
丸められる．前胸背板は横長で，前縁が前方に幅
広く，丸く張出し，側縁は基部に向けて弱く広がる．
背面は前縁中央の真下に短い 1本の縦隆条をもち，
側縁中央に 1対の弱い横隆起をもち，中央部で細
かく密に点刻され，前縁部と側縁部で幅広く，粗
く点刻される．小楯板は台形，先端部で強く V字
形に湾入する．上翅は 4本の第 1次縦隆線をそなえ，
隆線間は 2点刻列からなる．第 2・第 4縦隆線はや
や強く隆起する．第 3・第 4隆線間は端部 1/5で 1
点刻列になる．雄の第 8腹板は先端部で V字形に
深く湾入する．脚の転節は長い．雄の前脚転節下
面は幅広く，平たくなり，細かい点刻で密に被わ
れ，短毛を疎らにそなえる．腿節はやや太く，脛
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節は細長く，先に向けて少しずつ広がる．跗節の
爪は単純．雄交尾器のペニスはやや太く，円筒形で，
腹面から見て，先端 1/3に大きい開口部をそなえ，
内部に円錐状の突起をもつ．側片を欠く．基片は
半円形で，非対称．4～ 7月に出現する．分布：本

州・国後島．

3. コガタカクムネベニボタル Lyponia (Poniella) 
nigroscutellaris (K. Ohbayashi, 1956)（図5, 8, 13, 14, 
33, 34）

図1–14．ヒメベニボタル属の前胸背板（1），背面図（2–5），小あごひげ（6–8），触角（9–14）．1, 2, 3, 6, 9, 10 
, ヒメベニボタル（2, 9, ♂；3, 10, ♀）；4, 7, 11, 12, ヒメカクムネベニボタル（4, 11, ♂；12, ♀）；5, 8, 13, 14, 
コガタカクムネベニボタル（5, 13, ♂；14, ♀）．
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5.0–8.0 mm．体は暗赤褐色．頭部・触角・小楯
板・脚は暗赤褐色，淡黄色の微毛で密に被われる．
前胸背板は中央で暗赤褐色，隆起縁と側縁部で黄
褐色，黄色の微毛でやや密に被われる．上翅は赤
色，会合縁・隆線・側縁は赤色の微毛で密に被わ
れるが，点刻内は無毛かまれに赤色の微毛を疎に
もつ．前頭は短い．複眼は比較的小さく，雄の複
眼間の距離は複眼長径の約 1.8倍，雌では約 2.4倍．
触角は雄で鋸歯状か弱い扇状（名義タイプ亜種 L. 
(P.) nigroscutellaris nigroscutellaris (K. Ohbayashi) で
は，強い鋸歯状），雌で鋸歯状．雄の触角第 3節は，
大きく平らな部分をもち，内部は細かく点刻され，
短毛で密に被われる．小あごひげ末端節は斧形で，
長さは幅の約 1.2倍，前縁は幅広く丸められる．前
胸背板は横長で，前縁が前方に弱く張出し，両側
縁はほぼ平行．背面は前縁中央の真下に細く，短
い 1本の縦隆条をそなえ，側縁中央に 1対の弱い
横隆起をもち，中央部で細かく密に点刻され，前
縁部で幅広く，粗く点刻される．小楯板は台形，
先端部で弱く湾入する．上翅は 4本の第 1次縦隆
線をそなえる．第 2・第 4縦隆線はやや強く隆起す
る．隆線間は 2点刻列からなるが，第 3・第 4隆線
間は端部 1/4で 1点刻列になる．転節は短く，腿節・
脛節ともに細長い．跗節の爪は単純．雄交尾器の
ペニスは太短く，円筒形で，先端部のやや下に 1
対の突起をもつ．ペニスの先端にある開口部は大
きく，中央から細い円錐状の突起が斜め前方に伸
長する．側片を欠く．基片は半円形で，非対称形．
4～ 6月に出現する．分布：本州・四国・九州．

[備考 ]　 コガタカクムネベニボタル亜属Poniella
は，Kazantsev (2002) に よ り Lyponia gongashanica 
Bocák, 1999（中国）をタイプ種として創設され
た．この際，ヒメベニボタル属の名義タイプ亜属
との区別点として，雄の触角第 3節が短毛をもつ
平らな面をそなえること，前脚の転節が異形にな
らず，短いこと，雄交尾器のペニスが太く，短く，
しばしば小さい突起をもつことの 3つの特徴があ
げられている．これまで，本亜属に所属するベニ
ボタルは，中国と台湾，日本に分布する 6種が知
られている（Bocáková & Bocák, 2007）．コガタカ
クムネベニボタルの名義タイプ亜種は本州西部に
分布する．四国・九州亜種 L. (P.) nigroscutellaris 
subpectinata Nakaneは，触角第 4節からの分枝が名
義タイプ亜種と比べてより長くなる．本州中部以
北に分布するコガタカクムネベニボタルの個体群
にも触角に同様の特徴が見られるので，今後，本
種に関しては，より詳しい検討が必要である．

カクムネベニボタル属Ponyalis Fairmaire, 1900
タイプ種： Ponyalis laticornis Fairmaire, 1900（中国）．

[成虫 ]　体は中型から大型，側方がほぼ平行
状で，上下に平圧される．頭部は短く，口吻を欠
く．複眼は小さい．小あごひげと下唇ひげの末端
節は斧形．触角は長く，雄では扇状，雌では鋸歯
状．雄の触角第 1節は，下面が平たく，細かく密
に点刻される．前胸背板はほぼ四角形で，前縁中
央の直下に 1本の縦隆条をそなえ，側縁部に 1対
の横隆起をもつ（図 15）．上翅は同程度に隆起する
9本の縦隆線をそなえ，隆線間は横長の 1点刻列か
らなる．雄の第 8腹板は先端部で V字形に湾入し，
末端腹板は紡錘状で，幅広く，先端部で強く狭まる．
雌の第 8腹板は基部中央にやや長い針状突起をも
ち，両端にも 1対の短い突起をそなえる．脚は中
程度の長さで，転節は短く，腿節は太い．後脛節
は後腿節とほぼ同長．爪は単純．雄交尾器は円筒
形で，側片を欠き，ペニスは先端部に１対の明瞭
な突起をもつ．基片は半円形で，非対称．

[幼虫 ]　体は細長く，上下に平圧される．頭部
は 1対の大きい単眼をもつ．大あごは細長く，内
側に向かってわずかに曲がる．触角は2節からなり，
末端節は太短く，先端が幅広く丸くなる．胸部 3
節と腹部第 1～第 8節の背板後縁に 4つの短い突
起をそなえる．腹部第 9節は尾突起をもつ．脚は
細く，比較的長い（Bocák & Matsuda, 2003）．
旧北区東部と東洋区に分布し，これまでに 16種
が記録され，日本からは次の 3種が知られている .

日本産カクムネベニボタル属 Ponyalisの
種の検索表

1(4)	雄交尾器のペニスは，中央から先端に向けて
強く狭まり，先端部は鏃形になる．

2(3)	上翅は比較的長い．雄交尾器のペニスは比較
的長い．10.5–15.2 mm．奄美大島．………….
オオシマカクムネベニボタル名義タイプ亜種 
Ponyalis oshimana oshimana (Nakane)

3(2)	上翅は比較的短い，雄交尾器のペニス
は比較的短い． 8 . 7 – 1 3 . 9  m m．沖縄島．
………...........オオシマカクムネベニボタル沖縄
亜種 Ponyalis oshimana matsumurai (Matsuda)

4(1)	雄交尾器のペニスは，中央から先端に向けて
ほぼ同じ太さか，弱く狭まる．

5(6)	小あごひげはその幅とほぼ等長か，幅よりわ
ずかに長い．触角の分枝は，雄雌ともに幅が
狭い．7.0–13.0 mm．本州・四国・九州・隠
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岐；韓国．……………….. カクムネベニボタル 
Ponyalis quadricollis (Kiesenwetter)

6(5)	小あごひげはその幅と比べて明らかに長い．
触角の分枝は，雄雌ともに幅が広い．7.0–15.2 
m m．石垣島・西表島；中国（福建省）．
…... . . . . . . . . . . . . .イシガキカクムネベニボタル 
Ponyalis ishigakiana (Nakane)

4 .  カクムネベニボタル  Ponyal i s  quadr ico l l i s 
（Kiesenwetter, 1874）（図15–17, 22, 25, 26, 35, 36）

7.0–13.0 mm．体は黒色．頭部・触角・小楯板・
脚は黒色または黒褐色，黄褐色の微毛でやや密に
被われる．前胸背板はふつう一様に黒色または黒
褐色であるが，しばしば，隆起縁と側縁部が黄褐

図15–28．カクムネベニボタル属の前胸背板（15），背面図（16–21），小あごひげ（22–24），触角（25–
28）．15, 16, 17, 22, 25, 26, カクムネベニボタル（16, 25, ♂；17, 26, ♀）；18, 19, 23, 27, オオシマカクム
ネベニボタル（18, 27, ♂；19, ♀）；20, 21, 24, 28, イシガキカクムネベニボタル（20, 28, ♂；21, ♀）．
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色になる．上翅は赤色，会合縁・隆線・側縁は赤
色の微毛で密に被われるが，点刻内は赤色の微毛
を疎にもつ．前頭は短い．複眼は小さく，雄の複
眼間の距離は複眼長径の約 2.1倍，雌では約 2.7倍．
触角は雄で扇状，雌で鋸歯状．雄の触角第 8節と
第 9節の分枝は，各節の長さの約 3.2倍．小あごひ
げ末端節は斧形で，長さは幅の約 1.2倍，前縁は
幅広く丸められる．前胸背板は横長で，前縁は前
方にわずかに張り出すか，ほぼ一直線状で，両側

縁はほぼ平行．背面は前縁中央の真下に短い 1本
の縦隆条とこれに続く縦溝をそなえ，側縁中央に
1対の幅広い横隆起をもち，中央部で細かく密に
点刻され，側縁部で幅広く，粗く点刻される．小
楯板は台形，先端部でⅤ字形に湾入する．上翅は
9本の縦隆線をそなえ，隆線間は横長の，不規則
な 1点刻列からなる．転節は短く，腿節はやや太
く，脛節は細長く，弧状に曲がる．跗節の爪は単純．
雄交尾器のペニスは太く，長く，円筒形で，腹面

図29–40．雄交尾器（29–40: 29, 31, 33, 35, 37, 39, 腹面；30, 32, 34, 36, 38, 40, 側面）．29, 30, ヒメベニボタル； 31, 32, ヒメカクム
ネベニボタル；33, 34, コガタカクムネベニボタル；35, 36, カクムネベニボタル；37, 38, オオシマカクムネベニボタル；39, 
40, イシガキカクムネベニボタル．
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から見て，先端部に大きい開口部をそなえ，内部
に円錐状の突起をもち，また，先端部両側に鋭い
突起をもつ．側片を欠く．基片は半円形で，非対称．
3～ 7月に出現する．分布：本州・四国・九州・隠
岐；韓国．

[備考 ]　本種は日本産ベニボタルの中で，クロ
ハナボタル Plateros coracinus (Kiesenwetter)ととも
に平地から山地まで最もふつうに見られるベニボ
タルである．幼虫は日陰の湿ったアカマツの朽木
表面や林床のリター内から発見されることが多い．
終齢幼虫は 10月から 11月の期間に蛹化と羽化を
行い，新成虫になって蛹室内で越冬する（松田，
1997；Bocák & Matsuda, 2003）．

5. オオシマカクムネベニボタル Ponyalis oshimana 
(Nakane, 1961)（図18, 19, 23, 27, 37, 38）

8.7–15.2 mm．体は黒色．頭部・触角・小楯板・
前胸背板・脚は黒色または黒褐色，赤味を帯びた
黄色の微毛でやや密に被われる．上翅は赤色，会
合縁・隆線・側縁は赤色の微毛で密に被われるが，
点刻内は赤色の微毛を疎にもつ．
前頭は短い．複眼は小さく，雄の複眼間の距離
は複眼長径の約 2.5倍，雌では約 2.8倍．触角は雄
で扇状，雌で鋸歯状．雄の触角第 8節と第 9節の
分枝は，各節の長さの約 2.2倍．小あごひげ末端節
は斧形で，長さは幅の約 1.4倍，前縁は幅広く丸
められる．前胸背板は横長で，隆起縁は狭く，前
縁は前方にわずかに張り出し，両側縁は基部に向
かって弱く広がる．背面は前縁中央の真下に短い 1
本の縦隆条とこれに続く縦溝をそなえ，側縁中央
部に 1対の幅広い横隆起をもち，中央部で細かく，
やや密に点刻され，側縁部で幅広く，粗く点刻さ
れる．小楯板は台形，先端部でⅤ字形に湾入する．
上翅は 9本の縦隆線をそなえ，隆線間は横長の，
不規則な 1点刻列からなる．転節は短く，腿節は
やや太く，脛節は細長く，弧状に曲がる．跗節の
爪は単純．雄交尾器のペニスは太く，長く，紡錘
形で，先端部は鏃形になり，両側に鋭い突起をもつ．
腹面から見て，先端部に大きい開口部があり，内
部に円錐状の突起をもつ．側片を欠く．基片は半
円形で，非対称．3～ 4月に出現する．分布：奄美
大島・沖縄島．

[備考 ] オオシマカクムネベニボタルの名義
タイプ亜種は奄美大島に分布する．沖縄亜種 P. 
oshimana matsumurai (Matsuda, 2009)は，筆者によ
り沖縄県国頭村与那をタイプ産地として記載され
たが，名義タイプ亜種からは，上翅がより短いこと，

雄交尾器のペニスがより短く，形状も異なること
などにより区別できる．

6. イシガキカクムネベニボタル Ponyalis ishigakiana 
(Nakane, 1961)（図20, 21, 24, 28, 39, 40）

7.0–15.2 mm．体は黒色．頭部・触角・小楯板・
前胸背板・脚は黒色または黒褐色，黄色の微毛で
やや密に被われる．上翅は赤色，会合縁・隆線・
側縁は赤色の微毛で密に被われるが，点刻内は赤
色の微毛を疎にもつ．
前頭は短い．複眼は小さく，雄の複眼間の距離は
複眼長径の約 2.7倍，雌では約 2.9倍．触角は雄で
扇状，雌で鋸歯状．雄の触角第 8節と第 9節の分枝
は，各節の長さの約 3.5倍．小あごひげ末端節は斧
形で，長さは幅の約 1.7倍，前縁は幅広く丸められる．
前胸背板は横長で，隆起縁は狭く，前縁は前方にわ
ずかに張り出し，両側縁は基部に向かって弱く広が
る．背面は前縁中央の真下に短い 1本の縦隆条とこ
れに続くやや深い縦溝をそなえ，側縁中央部に 1対
の幅広い横隆起をもち，中央部で細かく，やや密に
点刻され，側縁部で幅広く，粗く点刻される．小楯
板は台形，先端部で弱く湾入する．上翅は 9本の縦
隆線をそなえ，隆線間は横長の，不規則な 1点刻列
からなる．転節は短く，腿節は太い．脛節はやや太
く，弧状に曲がる．跗節の爪は単純．雄交尾器のペ
ニスは太く，長く，紡錘形で，先端部両側に鋭い突
起をもつ．腹面から見て，先端部に大きい開口部が
あり，内部に円錐状の突起をもつ．側片を欠き，基
片は半円形で，非対称．3～ 4月に出現する．分布：
石垣島・西表島 ; 中国（福建省）．

[備考 ]　本種の中国での分布は Bocák (1999)に
よるが，論文付図に示された中国（福建省）産の
雄交尾器は，石垣島産のものと比較して，ペニス
の先端部がより強く突出する．

末筆ながら，本稿をまとめるにあたり，貴重な
標本の協力をいただいた京都市の正木清氏，宇治
市の水野弘造氏，宝塚市の奥田好秀氏，西宮市の
杉野廣一氏，有田郡湯浅町の的場績氏，甲州市の
沢井稔氏，東京都の酒井香氏，今治市の白石正人氏，
沖縄県の松村雅史氏に厚く御礼申し上げる．
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【短報】オオメキノコツヤハネカクシ（Gyrophaena 
属）石垣島からの記録
オオメキノコツヤハネカクシ Gyrophaena 

appendiculata Motschulsky, 1858 は， 雄 の 腹 部 基
部 3節，特に第 6腹板に顕著な突起を持つこと
により同属の中でも唯一同定が容易な種である
(Motschulsky, 1858; 中根 ,1963)．現在までの分布は
国内では本州，九州，種子島，屋久島，奄美大島，
国外ではフィリピン，マレーシア，インドの他に
東南アジアに広く分布していることが報告されて
いる（柴田ほか，2013）．石垣島の記録がないので，
古い記録と合わせ
て分布解明の一助
として報告する．
写真は石垣産の ♂
である．

1♂, Mt. Manse
（前勢岳）, Ishigaki 
Is., Okinawa Pref., 
1 1 - V - 2 0 1 2 ,  I . 
Tanaka leg. 1♂, Mt. 
Yarabu（ 屋 良 部
岳 ）, Ishigaki Is., 
Okinawa Pref., 6-II-
2005, K. Kusano 
leg. 2♂♂, 2♀♀, Mt. 

Omoto（於茂登岳）, Ishigaki Is., Okinawa Pref., 29-
VII-1964, T. Ito leg.
貴重な標本を委ねられた草野憲二氏に感謝する．
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図1．オオメキノコツヤハネカク
シ．石垣産♂．


